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製品保証について

※重大な傷害には、骨折などで後遺症が残るもの、および治療に
　入院や長期の通院を要するものを示します。
※ケガには、治療に入院や長期の通院を要さないものを示します。
※ケガの対象には、ペットなどの動物も含まれます。
※物的損害には、本製品以外の物品も含まれます。

危 険 死亡または重大な傷害を負う可能性があります。

重大な傷害を負う可能性があります。

ケガや物的損害が発生する可能性があります。注 意

警 告

◆ 安全上の注意　※安全にご使用いただくために必ずお守りください。

危 険

警 告

注 意

●車体に異常があるときは乗らないでください。
●坂道での使用は重大な事故につながるため、使用を禁止しています。平坦な場所で使用してください。
●悪路や滑りやすい状況で乗車しないでください。
●雨や強風、降雪時など悪天候の環境下で使用しないでください。
●対象年齢内であったとしてもサドルに着座した際、お子様の両足が完全に地面についていない場合は使用しない
　でください。
●ペダルユニットを取り付けない状態で公道を走行しないでください。
●ペダルユニットを取り付けた状態でも未就学児は公道で走行しないでください。
●公道を走行する場合は、交通ルールの正しい理解が必要です。交通ルールを正しく理解している保護者が寄り
　添って、他の人の邪魔にならないよう広い場所で使用してください。
●公道を走行する場合は、付属品のフロントリフレクター（白）、リアリフレクター（赤）を必ず取り付けてください。
●乗車する際は必ずヘルメット、運動靴を着用してください。また膝や肘にプロテクターを着用することを推奨します。
●スカートやマフラーなど、ギアやチェーンに巻き込まれやすい服装は避けてください。
●ペダルユニットを取り付けて使用する場合はチェーンケースを必ず装着してください。
●車の往来がない安全な場所で乗車してください。
●二人乗りはしないでください。
●踏み台に使用するなど、走行目的以外では使用しないでください。
●カーブでは、曲がる側のペダルを下にしたまま走行しないでください。ペダルが地面と接触し、転倒・事故の原因
　となります。
●夜間に走行しないでください。
●走行速度が速いほど、足をついて減速するとバランスを崩し転倒するおそれがあります。ハンドルのブレーキ
　レバーを使うようお子様に教えてください。
●片手運転、手放し運転はおこなわないでください。
●ハンドルに荷物をぶら下げて走行しないでください。
●子どもがいたずらで回転部（クランクやチェーン）を触ると、思わぬケガをすることがあります。お子様に危険で
　あることを教え、触らせないようにしてください。

使用時

●ペダルユニットの取付、取外をおこなう際は、スプロケットとチェーンに指を挟まれ、切断などの重大な事故に
　つながるおそれがあります。ご注意ください。
●ペダルユニットを取り付ける場合は必ずチェーンケースも取り付けてください。使用中チェーンに服が巻き込まれ
　事故につながるおそれがあります。
●開梱、組立、ペダルユニットの取付、取外をおこなう際は、お子様が近寄らない環境下で取扱説明書に書かれて
　いる内容を理解した大人がおこなうようにしてください。
●保護材や緩衝材など小さな部品が同梱されています。お子様が誤飲しないようご注意ください。

組立・調整時

●対象年齢、もしくは体重制限を超えた方は乗車しないでください。
●反射板が破損していたり汚損した状態で使用しないでください。

使用時

●必ず使用都度、事前にガタツキやゆがみがないかなどを確認し、メンテナンスするようにしてください。
●組立・調整作業をおこなう際は、安全のため手袋を着用してください。
●ペダルユニットを取り付けて使用する場合は、必ず反射板（リフレクター）が所定の位置についているか確認して
　ください。
●シートポスト、ハンドルバーの高さを調整する際は、必ず限界線を超えないようにしてください。

組立・調整時

●タイヤが床面に直接ふれると床面にタイヤの色が移るおそれがあります。屋内で保管する場合は自転車を床面に
　直接置かないでください。
●高温多湿の環境下で保管しないでください。製品の腐食、劣化の原因になります。
●直射日光の当たる場所に放置しないでください。製品の腐食、劣化の原因になります。
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ハンドルの取付組立方法

サドルの高さ調整組立方法

◆ ハンドルの取付方法
動画からでもご確認いただけます。
下記Webページ、もしくは右記
コードからご覧ください。
https://tr.vastland.co.jp/youtube/CB-YB-12/hd-assemble

◆ サドルの高さ調整
動画からでもご確認いただけます。
下記Webページ、もしくは右記
コードからご覧ください。
https://tr.vastland.co.jp/youtube/CB-YB-12/sd-adjustment

ハンドルステムの取付部先端についている
緩衝材を取り外してください。

はめ合わせ限界線が見えない範囲を上限とし、高さ・角度を調整し、上記固定ボルトを六角
レンチ大（6㎜）で締めてください。角度調整の際は、タイヤの向きとハンドルバーの向きが
垂直になるように取り付けてください。［推奨締め付けトルク：20 N・m］※ハンドルバー下
のボルトはハンドルバーを固定するためのものですのでしっかりと締まっていることを確認
してください。

着座した際に握りやすい角度になるようにブレーキレバーを調整
し、六角レンチ小（4㎜）2本を用いて固定してください。
［推奨締め付けトルク：5 N・m］

シートクランプのクイックリリースレバーを
立てた状態でサドルをシートチューブに差し込み
シートポストの高さを調整します。

はめ合わせ限界線が見えない範囲を上限
とし、高さ・角度を調整し、クイックリリース
レバーを倒してシートポストの位置を固定
します。※固定していない状態では、乗車中
バランスを崩しケガをする可能性があります。
ご注意ください。

固定が弱い場合、調整ナットを時計回りに
回し締めてからクイックリリースレバーを
倒して固定します。クイックリリースレバー
が固くて倒せない場合、調整ナットを反時計
回りに回し緩めてからクイックリリースレバー
を倒して固定します。
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緩衝材

固定ボルト

※前後ブレーキワイヤーが絡まった状態でないか確認してください。

※ブレーキレバーが前にくる
　ように設置してください。
※ブレーキレバーが前にくる
　ように設置してください。

はめ合わせ
限界線
はめ合わせ
限界線

1 32

緩める

締める

はめ合わせ
限界線
はめ合わせ
限界線

ドライバー（+）を用いて、ブレーキレバーに備わる調整ネジで
レバーの開きを調整します。
調整ネジを時計回りに締めるとレバーの開きが狭くなります。

チェーンの調整方法

ブレーキの調整方法

◆ チェーンの調整方法
動画からでもご確認いただけます。
下記Webページ、もしくは右記
コードからご覧ください。
https://tr.vastland.co.jp/youtube/CB-YB-12/ch-adjustment

◆ ブレーキの調整方法
動画からでもご確認いただけます。
下記Webページ、もしくは右記
コードからご覧ください。
https://tr.vastland.co.jp/youtube/CB-YB-12/bl-adjustment

自転車本体を上下逆にし、後輪左右のホイールハブ保護
キャップを外し、ハブナットを緩めます。

後輪の位置を動かしてチェーンの張りを調整します。
※チェーンをひとさし指で押し、1㎝程度の遊びがある状態が適正です。

車体を後ろから見て、フレームに対してタイヤ
がまっすぐになっていることを確認します。

後輪の左右ハブナットをスパナ(13㎜/15㎜)
で締めます。［推奨締め付けトルク：30 N・m］
※ナットは左右交互に均等に締めてください。

1 2

緩める

約1㎝

3 4

締める

ブレーキレバーを握ってもブレーキがかからないということがないようにブレーキの強さを調整します。
ブレーキレバーを引いた際（ブレーキが作動している際）にブレーキレバーとハンドルの隙間が指1本分開いているよう
に調整してください。

◆ ブレーキレバーの開き調整方法

調整ネジ

狭くなる
広くなる

◆ 製品保証について
製品の不具合、部品不足など、製品上の問題が初期不良対応期間中に発覚し、お問い合わせいただいた場合は製品
の返品、もしくは交換対応させていただきます。本製品の保証期間内に製品の不具合によって故障、破損し、お問い
合わせいただいた場合は故障箇所の代替部品、もしくは代替品にて対応させていただきます。

・保証サービスを受ける際は、ご購入時の注文番号もしくはレシートが必要です。
・本製品の初期不良対応期間は、ご購入後、もしくは製品到着後30日間となります。
・本製品の保証期間は、ご購入後、もしくは製品到着後１年間となります。

保証期間内でも次の場合には、保証対象外となります。
・保証期間中に発生した不具合でも、保証期間終了後に請求された場合
・ご購入時の注文番号、もしくはレシートなどで購入履歴が確認できない場合
・推奨されていない使用方法、保管方法、お手入れ方法による故障・破損
・取扱説明書や本体ラベルなどの注意事項の内容とは異なる使用
・お買い上げ後の移設、輸送、落下など、外的要因による故障・破損
・火災や地震、風水害、落雷その他の天災地変による故障・破損
・経年劣化や機能上、影響がない感覚的現象（音・振動など）、塗膜の剥離を伴わない微細な傷
・製品の不具合などに関連して生じる二次的、あるいは派生的に起こった損害、損失及び費用
・使用者による簡単な調整で機能復元できる場合
・再販売品、もしくは譲渡されたもの、レンタルなど不特定多数で使用された場合
・日本国外で購入、使用された場合
・その他弊社の判断に基づき、保証対象外と認められる場合

◆ 製品仕様

◆ 駐輪、停車、廃棄の注意事項
●学校や駅前、商店などでの駐輪は、指定された場所に整理整頓しておこないましょう。
　散らかった状態で駐輪すると、場所を取って他の人の迷惑になります。
●駐輪は各地域のルールに従ってください。
●坂道や砂利道では自転車が倒れやすくなりますので注意してください。
●不要になった自転車は自転車販売店に処分を依頼するか、大型ゴミなどで回収を依頼してください。
　また廃棄は各地域のルールに従ってください。
●盗難防止のため、施錠をおこなってください。　

製品名称 ： こぐまでバイク
車体サイズ ： 約 幅89㎝×高さ57～60㎝×奥行41㎝
タ イ ヤ ：12インチ
対象年齢 ： 2～6歳
サドル高 ： 約 32～46㎝
体重制限 ： 30㎏
フレーム材質 ： スチール
重　   量 ： 約 6.1㎏（フットステップ取付時）／約 7.5㎏（ペダルユニット取付時）

対象年齢：2歳～6歳まで
制限体重：30㎏まで
身長目安：85㎝から

こぐまでバイク /     CB-YB -１２
取扱説明書

この度は、本製品をお買い上げいただきありがとうございます。ご使用になる前に、保護者の方がこの
取扱説明書をよく読み、事故やケガがないよう、また公道での使用の際は道路交通法に違反しない
よう、保護者の指導のもと本製品を正しくお使いください。特に未就学児のお子様は、発育途上で握力、
脚力が弱く、判断力や反射神経も未熟ですので、保護者の方は使用中目を離さないようにしてください。
本書をお読みになった後は、いつでもご覧になれるよう大切に保管してください。本製品はペダル
ユニットの取付/取外が可能な二輪遊具です。それ以外の用途では使用しないでください。

　ハンドルの取付

　サドルの高さ調整

ペダルユニット取付方法

1
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3
3
4
4
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駐輪、停車、廃棄の注意事項 11
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◆ はじめに　※取扱説明書をお読みになる際の注意事項

●この取扱説明書の内容は、予告なく変更されることがあります。
●製品改良のため、予告なく外観または仕様の一部が変更される可能性があります。
●この取扱説明書の一部または全部を無断で複写することは、個人利用を除き禁止
　されております。また無断転載を固くお断りします。

大切なお子様の安全のために正しくお使いください。

ブレーキレバー フロントブレーキ リアブレーキ

緩める

緩める締める

締める

緩める

締める

◆ ブレーキの効き（強さ）調整方法

ブレーキレバーのワイヤーアジャストボルト
を反時計回りに回すとワイヤーの張りが強く
なるため、ブレーキレバーが動作しやすく
なりますが、レバーが固くなります。

右ブレーキレバーのワイヤーアジャストボルト
で調整しきれない場合はフロントブレーキの
ワイヤーアジャストボルトで調整してください。
ワイヤーアジャストボルトを反時計回りへ回す
とワイヤーが張りブレーキの遊びが少なく
なります。

左ブレーキレバーのワイヤーアジャストボルト
で調整しきれない場合はリアブレーキの
ワイヤーアジャストボルトで調整してください。

◆ ブレーキ調整方法の注意点
●お子様の指がブレーキレバーに届くか、お子様の握力で作動するか確認のうえ保護者の方が調整してください。
●長期間使用すると、ブレーキのワイヤーが伸びたり、ブレーキパッドが摩耗したりしてブレーキの効きが悪くなります。使用前には必ず
　点検、調整するようにしてください。
●以下の事象がみられる場合は、お近くの自転車販売店へご相談ください。
　①ブレーキレバーを引いていなくてもブレーキが作動している場合
　②ブレーキの効きが悪くワイヤーアジャストボルトでも調整できない場合
　③ブレーキレバーを引いた際、フロントブレーキに取り付けられたブレーキシューがリムからズレていたり、片側のみ接触している場合

◆ ブレーキ操作の注意事項
ブレーキをかけるときは、先にリアブレーキ（左ブレーキレバー）をかけてから両方のブレーキをかけてください。
片側のブレーキのみで強くブレーキをかけるとタイヤがロックし、転倒するおそれがあります。

◆ 反射板取付位置
ペダルユニットを装着し公道を走行する際は、付属品のフロントリフレクター（白）リアリフレクター（赤）を必ず装着してください。

リア
リフレクター
（赤）

リア
リフレクター
（赤）

フロント
リフレクター
（白）

フロント
リフレクター
（白）

◆ 防犯登録について
防犯登録は「自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律」第12条より「自転車を利用する者は、その
利用する自転車について、国家公安委員会規則で定めるところにより都道府県公安委員会が指定する者の行う防犯登録（以下「防犯登録」
という。）を受けなければならない。」ということが義務づけられています。ペダルユニットを取り付けた状態では自転車とみなされるため、
ペダルユニットを取り付けた状態で使用する場合は事前に防犯登録をおこなってください。

◆ 防犯登録方法
●防犯登録はお近くの自転車販売店でおこなうことができます。
●登録をおこなう場合は各地方自治体によって登録書類が異なる場合があります。事前に自転車販売店、もしくは各地方自治体にご確認ください。
●登録時には販売証明書が必要になります。販売証明書の発行は、購入店舗にお問合せください。
●防犯登録は登録費用が発生します。登録費用はお客様ご自身でご負担ください。

◆ 梱包品の確認
●開封後、製品の外観に破損がないこと、また、付属品がそろっていることを確認してください。
●付属品は下記リストの内容です。付属品に不足などがある場合は、後述のカスタマーサポートにご連絡ください。

製品本体 前輪 ペダルユニット ペダル（左右）名称

名称 チェーンケース ホイールハブ保護キャップフットステップ

※製品本体に取り付け済み

チェーン

六角レンチ小（4㎜） ドライバー（+）/
六角レンチ中（5㎜） 六角レンチ大（6㎜） スパナ(8㎜/10㎜)名称

名称 フロントリフレクター（白） 空気入れリアリフレクター（赤）スパナ(13㎜/15㎜)

1点 1点 １点 各１点

１点 １点 1点 ４点

2点 1点 1点 １点

１点 １点 1点 1点

数量

数量

数量

数量

①ハンドルバー
②警音器
③ブレーキレバー
④ブレーキワイヤー（後）
⑤ブレーキワイヤー（前）
⑥フロントブレーキ
⑦ハンドルステム

⑧メインフレーム
⑨フロントフォーク
⑩ブレーキシュー
⑪タイヤ
⑫スポーク
⑬ホイールハブ
⑭サイドリフレクター

⑮フットステップ
⑯⑰ペダルユニット
┗⑯チェーンホイール
┗⑰クランク
⑱チェーンケース
⑲ペダル
⑳サドル

㉑シートポスト
㉒シートクランプ
㉓チェーン
㉔リアブレーキ
㉕リム
㉖ニップル
㉗スプロケット

開梱時、各部の緩衝材の取り外しをおこなったのち、梱包品の不足がないか、
製品に傷・破損がないか確認し、前輪をフレームに取り付けてください。

⑨

①

⑦

⑧

㉔ ⑫

㉕

㉖

②
③
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◆ 各部名称　※外観や仕様は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

前輪の取付組立方法

◆ 前輪の取付方法
動画からでもご確認いただけます。
下記Webページ、もしくは右記
コードからご覧ください。
https://tr.vastland.co.jp/youtube/CB-YB-12/fw-assemble

前輪タイヤのハブに取り付けられている
緩衝材を外してください。

前輪タイヤのハブについている左右の
ナットを緩めてください。

フロントフォークについている緩衝材を外し、
フロントブレーキ台座が前にくるように回転
させてください。

フロントフォークの間にタイヤを通します。
（ブレーキに引っかかりタイヤが通せない場合
はタイヤの空気を抜いて通してください。）

前輪タイヤのハブについている脱落防止
ワッシャーをフォークの穴に引っ掛け、ナット
をスパナ(13㎜/15㎜)で締めてください。
［推奨締め付けトルク：30 N・m］※ナット
は左右交互に均等に締めてください。

前輪と後輪の左右両側のナットにホイール
ハブ保護キャップを取り付けてください。
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使用前の確認事項

◆ 使用前の確認事項
動画からでもご確認いただけます。
下記Webページ、もしくは右記
コードからご覧ください。
https://tr.vastland.co.jp/youtube/CB-YB-12/confirm
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4 65はめ合わせ
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【ハンドルステム】 【シートポスト】

ブレーキレバーが正常に作動しているか
確認してください。※ブレーキレバーを引い
たり、離したりすることによってフロント
ブレーキ、リアブレーキが連動して作動して
いるか確認してください。

タイヤに空気が入っているか確認してくだ
さい。出荷時は、気圧の変化により破裂する
おそれがあるため、やわらかい状態にして
います。空気が十分でないと乗車中少し重く
感じ、タイヤの劣化も早くなります。※タイヤ
の側面には最大空気圧が記載されています。
記載されている空気圧以上に空気を充填し
ないでください。

ハンドル・サドルの固定は十分か確認して
ください。※ハンドルは前輪を固定してハン
ドル・グリップが回転しないか、動かないか
確認してください。※サドルはフレームを
固定してサドルが回転しないか上下に動か
ないか確認してください。

ハンドル、サドルのはめ合わせ限界線が出て
いないか確認してください。※はめ合わせ
限界線が出ている状態で乗車すると、各部の
強度が不十分で思わぬケガにつながるおそれ
があります。

ペダルユニット、フットステップの固定は十分
か確認してください。

各部のネジが緩んでいないか確認してくだ
さい。※各部を固定しているネジが緩いと
使用中に外れ、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

※開梱時や使用都度、ケガや事故が起こらないよう必ず確認をおこなってください。
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ペダルユニット取付方法

◆ ペダルユニット取付方法
動画からでもご確認いただけます。
下記Webページ、もしくは右記
コードからご覧ください。
https://tr.vastland.co.jp/youtube/CB-YB-12/pd-assemble

※必ず、手袋を装着し作業をおこなってください。

7
【左脚用】取付部にLの刻印

反時計回り

【右脚用】取付部にRの刻印

時計回り

【左脚用】 【右脚用】

反時計回り 時計回り

※ペダルは左右で異なります。

メインフレーム下部に取り付けられた２本の
ボルトを六角レンチ中（5㎜）を用いて、フット
ステップを外してください。

メインフレームの後輪部に取り付けられた
ボルトをドライバー（+）を用いて外して
ください。

ペダルユニットのチェーンホイールに
チェーンを上記のように掛けてください。

後輪のスプロケットにチェーンをかけてくだ
さい。※スプロケットとチェーンの間に指が
挟まらないよう十分に注意してください。

ペダルユニットを①で外したボルト、六角
レンチ中（5㎜）を用いてメインフレーム
下部に取り付けてください。
［推奨締め付けトルク：7.5 N・m］

チェーンケースをペダルユニットに取り付け、
②で外したボルト、ドライバー（+）を用いて
メインフレームの後輪部とチェーンケースを
固定してください。

ペダル(左右)をスパナ(13㎜/15㎜)を用いてペダルユニットに取り付けてください。［推奨締め付けトルク：35 N・m］
※ペダルの取り付けは手締めからおこない、工具で固定してください。
※ネジ山が奥まで入るまでおこなってください。固定が緩い状態で使用すると使用中ペダルが外れ、思わぬ事故につながるおそれが
　あります。

左右誤って取り付けようとするとネジ山が削れ製品が破損します。ご注意ください。
※右脚用ペダルはペダルユニットに対して時計回りに、左脚用ペダルはペダルユニットに対して反時計回りに回し取り付けます。

◆ 使用後のお手入れ
●走行後濡れた状態や、泥などの汚れが付着した状態で放置しておくと、駆動部に物が詰まり、製品が劣化しうまく可動しないおそれが
　あります。
●汚れや水滴は乾いた布でふき取り、チェーン、スプロケット、チェーンホイール、ブレーキレバーに潤滑油で注油をおこなってください。
　（タイヤのリムやブレーキパッドなどの制動部、前後ハブ軸やヘッド周りなどの駆動部には注油をおこなわないでください。）
●過度な注油はかえって埃が付着しやすくなります。潤滑油の案内に従い注油をおこなってください。

◆ 乗車ポジション
お子様の成長に合わせて、ハンドルやサドルの調整をおこなってください。

◆ 点検整備のお願い
お買い求め後2ヵ月以内に自転車販売店で点検をおこなってください。
2回目以降は1年ごとに定期点検を受けてください。また異常を感じた場合は点検を依頼し調整・修理をしてください。

地面に両足をつけた際に
膝が少し曲がっている状態
地面に両足をつけた際に
膝が少し曲がっている状態

ハンドルに手を伸ばした際に
腕が少し曲がっている状態
ハンドルに手を伸ばした際に
腕が少し曲がっている状態

地面に両足をつけた際に
かかとが地面についている状態
地面に両足をつけた際に
かかとが地面についている状態

ハンドル調整部
サドル調整部


